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内容：
筋収縮のための基本要素タンパク質であるミオシン・アクチン

（生体分子モーター）は，直接的に化学力学変換をすることで効率
的な運動を実現しています．この生体分子モーターは周囲環境に
応じて10-9 m （ナノメートル）のスケールで柔軟に動作します．細胞
に依存しない生体分子モーターのみによる人工的な運動系を再構
成し，その運動機構を調べています．そのために，蛍光顕微鏡画
像からナノメートル精度での位置検出するための方法を考案しまし
た．さらに，筋タンパク質のもつナノテクノロジー（エネルギー変換，
自己組織構造，触媒機能）の工学への利用を目指しています．
主な取り組み

（１） 蛍光標識によるタンパク質運動の可視化と画像解析
（２） 生体分子モーターの制御方法の開発
（３） 自己組織化による秩序構造生成のための方法論

アピールポイント：
タンパク質は分子機械と呼ばれ，その立体構造や機能は現在

までの人工的なマテリアルでは実現できません．この機能の解明
と利用は新規の技術開発につながると信じています．

タンパク質線維の集団運動の可視化 自己組織化による配向構造

生体分子運動の解析プログラム 自己組織化シミュレーションプログラム
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